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運動学的計測については、三次元運動解析装置、 ELITE System を用い、鉄ノfイプ上においての四足水平歩行、垂
直登撃、垂直下降運動を計測した。肩峰、大腿骨大転子点、排骨頭、排骨外果点、第 5 中足骨頭点の 5 点にマーカー
を付けた。また、 EMG 計測については、被験体にフローセン麻酔を施し、大腿部の剃毛を行ない、被験体の左側の
外側広筋と大腿二頭筋に針電極を刺入した。電極をテレメータに接続し、テレメータを被験体に背負わせて、各運動



















いた。大腿二頭筋は単頭型の、いわゆる外側坐骨下腿筋 (M. ischiocrularis lateralis ; Kieselbach and Steiner, 1961) 
で、あった。大腿二頭筋の下腿付着位置の平均は、ガーネットガラゴでは下腿長の近位約 34%まで、で、あった。筋重量の
比較では、大腿四頭筋の中では外側広筋が最も大きく、四頭筋重量のうちで 58.9% を占めていた。次が内側広筋で
19.7%、以下中間広筋が 1 1.8%、大腿直筋が 9.6%であった。一方、ハムストリング筋群の合計重量は 7.4 1g であり、
大腿四頭筋より小さく、ほぼ外側広筋の重量に匹敵していた。断面積からみても、大腿四頭筋の中では外側広筋が
55.6%を占め、最大で、あった。傾向はすべて筋重量の値の傾向と一致していた。一方、スローロリスの大腿四頭筋に
おいては、中間広筋が最も大きく、四頭筋重量のうち 43.1%を占め、次いで外側広筋が 25.5%、以下内側広筋が 15.9% 、










































本論文は、霊長類の中でも原始的な形態を留めている原猿亜日に属するガーネットガラゴ (Galago garnetti) の後
肢に関する運動学実験および大腿筋の筋電図学実験を行ない、さらに、筋電図を記録した外側広筋と大腿二頭筋に関
する筋構築分析と後肢筋重量の分析を実施して、機能と形態の関連を明らかにした上で、文献から収集したガーネッ
トガラゴの生態学的特徴との関連付けを試みたものである。運動学・筋電図学的実験においては、実験室に樹上環境
を模擬した運動環境を設営し、それを利用したガーネットガラゴの水平四足歩行、垂直登撃、垂直下降の 3 種の運動
についての分析が行なわれている。一連の実験によって、ガーネットガラゴの位置移動様式の詳細が記載されるとと
もに、それぞれの運動様式における外側広筋と大腿二頭筋の機能的意義が明らかにされた。続く形態学的分析では、
伝統的な肉眼観察によるのではなく、骨格構造に対する筋の配置について静力学的モデ、ルを構築し、仮想的な筋形態
をガーネットガラゴの後肢セグメント上にあてはめることから、形態変異が機能にもたらす影響を考察している。そ
の際、ガーネットガラゴと近縁でありながら生態学的変数の異なるスローロリス (lVycticebuscoucang) を比較対象
として用いることで、考察の幅を広げている。このような静力学的モデ、/レ解析の結果を、自らの運動学的実験の結果
と対照することによって、ガーネットガラゴの種特異的な筋形態が、ガーネットガラゴのロコモーターレパートリー
の中にある跳躍 leaping に関連して成立していることが明らかにされた。論文の最終章においては、先行するさまざ
まな原猿亜日の種に関する、運動学、筋電図学、生態学の研究成果との関連から、ガーネットガラゴを中心にした原
猿についての総合的な行動形態学的考察がなされている。結論として、原猿類において跳躍を担う筋としての外側広
筋と、四足歩行を担う筋としての大腿二頭筋の形態が、運動適応において決定的な意味を有することが示されるとと
もに、運動器系の形態に関しては、系統関係よりも機能適応的側面が強く現れることが示唆されている。
本論文は進化人類学における機能形態学データベースに新たな項目を付け加えるものであり、この研究領域の発展
に大いに資するものである。また、運動学的実験研究と形態学研究は異なる研究者によって遂行されることが多いが、
本論文で、双方の領域に関する研究を単独で、行なっていることは特筆すべきである。このことは、形態学的特徴を行動
様式から解釈しようとする行動形態学の将来を担うにたる資質を表しているものと判断する。
以上の諸点から、本論文は博士(人間科学)の学位を授与するに充分なものであると判定した。
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